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男子 不妊症 に対 す るMethylcobalamin(CH3－B12)の 使 用経 験

山口大学医学部泌尿器科学教室(主 任=酒 徳治三郎教授)
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              CLINICAL EXPERIENCE OF 

   METHYLCOBALAMIN (CH3-B12) FOR MALE INFERTILITY 

    Riichiro ISOYAMA, Shuichi  KAWAI, Yoshiyuki  SHIMIZU, Hiroyuki HARADA, 
         Hiroshi TAKIHARA, Yoshikazu BABA and Jisaburo SAKATOKU 

           From the Department of Urology, Yamaguchi University School of Medicine 

                           (Director: Prof J.  Sakatoku) 

 CHs-Biz was administered daily (1,500 pg/day, for 4 to 24 weeks) to 26 infertile male 

patients who visited our clinic from January to December, 1982. It was not administered, 
however, to patients with azoospermia. 

   Semen analysis was conducted from 8 weeks after the administration of  CHs-812. Sperm 
concentration increased in 10 cases (38.4%), total sperm counts increased in 14 cases  (53.8 

%), sperm motility increased in 13 cases  (50.  0%) and total motile sperm count increased 
in 13 cases  (50.  0%). Semen volume, however, could not be evaluated due to wide variation. 

   Serum LH, FSH and testosterone were unchanged. 

   Judging by our criteria, 11 cases  (42.3  %) improved, 11 cases  (42.3  %) were unchanged 
and the remaining 4 cases  (15.4%) had aggravated. 

Key  words  : Male infertility, Methylcobalamin

緒 言

男子不妊症は泌尿器科診療において,し ばしば経験

され,原 因となる要因も多岐にわたるが,多 くの場合

造精機能障害であり】・2),薬物療法が治療の中心 とな

っている.こ れらの治療薬剤も要因によって選択され

るべきだが,男 子不妊症の要因は非常に複雑で,い ま

だあきらかでない点 も多く,必 ずしも満足すべきもの

ではない.薬 物療法は内分泌学的療法と非内分泌学療

法に大溺されるが,最 初の試みとして,ま ず非内分泌

学的療法が多くの場合おこなわれる.し か し,精 細胞

の分裂増殖および発育に対する核酸代謝か らの検討は

いまだ充分になされておらず,そ の観点にたった治療

法も明確なものがないのが現状である.こ のような薬

剤のひとつとして,古 くか ら悪性貧血や各種神経疾患

に使用されてきたVitaminBl2(以 下V-B,2と 略す)

が考 え ら れ る.V-B12は ヒ ト血 清 中 で は,cyanocoba-

lamin(CN-B12),hydroxocobalamin(OH-B12),

methylcobalamin(CH3-B12),5,6-dimethyl-benzy.

midazolylcobamidecoenzyme(DBCC)の4種

が 知 られ て お り,CH3-B・2は 生 体 内 で 補 酵 素 活 性 を

有す る といわ れ て い る3).最 近,核 酸 代 謝 に関 与 して

い る といわ れ るCH3・B124)の 男 子 不妊 症 に対 す る効

果 が 注 目され5・6),当 科 に おい て もCH・-B・2を 男 子

不 妊患 者 に 使 用 し,若 干 の知 見 を 得 た の で報 告 す る。

対 象

対 象 は1982年1月 か ら同年12月 まで 当科 を受 診 した

男子 不 妊 症 患 者 の うち無 精 子 症 を 除 い た26例 で,精 子

濃度Io×106/ml未 満 の 高 度 乏精 子 症ll例,10×106/

ml以 上40×106/ml未 満 の 軽 度 乏 精 子症11例,40×

106/m1以 上4例 で あ った.な お,40×106/ml以 上 の



582

Spermconcentration

x1%

100

go

80

70

藝 ω

葺5。

量 、。

泌尿紀要30巻4号ig84年

30

20

10

の 磯

/Xl5

Xl

XO.5

01・nv・ ・ ・… ω ・・Xl・ 然

1

8eforotrea㎞entSpermconcentration

Fig.1.Changesofspermconcentrationafter

CH3-B12administration

TotalsperrnCOtint

Xle6

200

180

160

140

ゼ 　お

馨
£1co

ζ
880

60

40

20

Xl.5

{5SO)

li。14お}

Xl

li・(346[

Sl・c300)

0⑳4060801001釦140XlO6

8e「oreヒroatmenヒTotalspormcounヒ

Fig.2.Changesoftotalspermcountafter

CH3-B12administration

Spermmatltlty

go

80

70

60

一50

垂鐸

40

ξ
呂30・

20'

10・

o

Fig。3.

…

◎

の

1020304050607%

Be「oreヒreatmentSPt∋rmmotl一 ヒy

Changesofspermmotilityafter

CH3-B12administration

4例 は 精 子運 動 率60%以 下 であ った.患 者 年 齢 は25歳

か ら40歳,平 均31.4歳 であ る.

投 与 方 法 はCH3-B!21,500μgldayを3分 割 連 日

内服投与 し,投 与期間は4週 から24週,平 均17.8週 で

ある。投与開始前および,開 始後8週 以後に精液検査

にて,精 液量,精 子濃度,総 精子数,精 子運動率,総

運動精子数を測定した.ま た,一 部症例では末梢血中

LH,FSH,TestosteroneをRIA法 にて測定し検

討を加えた.

判定の基準 として,精 子運動率で投与前値より10%

以上増加した ものならびに,精 子濃度では投与前値の

50%以 上増加 したものを有効とし,精 子濃度が投与前

値の1/2未 満 となったものを悪化とし,そ れら以外を

不変 とした.

成 績

1)精 子 濃 度(Fig.1)

投 与前 後 の精 子 濃 度 は,投 与 前 値 よ り増 加 した もの

が10例(38.4%)そ の うち有 効5例(19.2%)で あ っ

た,悪 化4例(15.4%)の うち1例 はvasoep三didy・

mostomy後 の症 例 で,手 術 の影 響 もあ る と考 え られ

る.

2)総 精 子 数(Fig.2)

総 精 子 数 で は,投 与 後14例(53.8%)に 増 加 が み ら

れ,投 与前 値 の50%以 上 の増 加 を 示 した もの が8例

(30.8%)に み られ た.

3)精 子運 動 率(Fig.3)
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投与後の精子運動率は,投 与前より13例(50%)に

増加がみ られ,有 効9例(34.6%o)で あ った.

4)総 運動精子数(Fig.4)

投与後13例(50%)に 総運動精子数の増加をみた.

5)精 液量=(Fig.5)

精液量は,投 与前後では増減さまざまで,一 定の傾
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向 は認 め なか った.

総 合判 定に て,有 効11例(42.3%),不 変11例(42.3

%),悪 化4例(15.4%)で あ った.

6)睾 丸容 量(Fig.6)

投 与 前 の 睾 丸 容量 を打 ち 抜 き式Orchidomcter7)

で 測 定 し,投 与 結 果 で比 較 した が,と くに 差 を認 め な

か った.

7)ホ ル モ ン(Fig。7,8)

投 与 前後 の末 梢 血 中 のLH,FSH,Testosterone

をR.IA法 に て測 定 した が,投 与前 後 に お い て変 化 を

認 め な か った.ま た,投 与 前 の末 梢 血 中FSH値 を

有 効 例 と非有 効 例 で比 較 した が,平 均値 は ほ ぼ 同 じで

あ った.

8)効 果 判 定

(1)総 合判 定(TableI)

判 定基 準 に し た が った 総 合 判 定 で は,有 効ll例

(42.3%),不 変11例(42.3%),悪 化4例(15.4%)

で あ った.

(2)有 効 例(Table2)

有 効 例 の うち分 けは,精 子 濃 度 の み 改善2例(7。7

%),精 子運 動 率 の み 改善6例(23.1%),両 者 の 改 善

3例(11.5%)でt 一合 計11例(42.3%〉 に 有 効 で あ っ

た.
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考 察

男子不妊症に対す るV-B,・ の効果は悪性貧血症に

V-B12を 投与すると悪挫貧血のみならず精液所見も改

善したとSharpが1962年8)に 報告して以来,若 干の

報ts9～lt》がみられるが,CH3-B,2を 男子不妊症に投

与,検 討 した報告5,6)は 少ない.精 細胞の分化増殖に

は下垂体系を介した内分泌学的機序12)だけでな く,核

酸合成の関与13・14)も検討されねばならない.V-B12は

葉酸を介して,DNA,RNA代 謝への関与15・16)が示唆

されている.今 回われわれは男子不妊症患者にCH3

-Bl2を 投与 し,効 果を検討した,そ の結果,CH3・B12

は精子数,精 子濃度,精 子運動率,総 運動精子数を増

加させると思われる.ま た,精 液量においては,増 加

させるとの報告6)も あるが,今 回のわれわれの知見で

は一定の変化はみられなかった.投 与前後において,

従来の報告6》とお り,血 清中のLH,FSH,Testo・

steroneに 変動をみなかったことから,や は りCH3-

B12は,下 垂体系 内分泌学的 機序を 介したものでは

なく,直 接精細胞系に核酸代謝を介して作用するもの
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Table1.OverallresultsofCH3-B12administration

Overall resulヒ

1mproved Unchanged Deteriorated Total

NO.ofcases 11 1! 4 26

% 42.3 42.3 15.4 100

Table2.Improvedcases

Areaα 「improvement No。ofimprovedcases %

Spermconcentration 2 7.7

Spermmotility 6 23.1

Botho「above 3 11.5

Total 11 42.3

と考えられる.な お,投 与期間中を通 じてとくに副作

用 と思われるものはなかった.今 回の結果からCH・-

B12は 男子不妊症に有用な薬剤 と思われるが,今 後,

症例数をかさね,適 応や投与量,投 与期間などの検討

が必要と考え られる.

結 語

山 口大 学 医 学 部 泌 尿 器 科 学 教 室 に お い て,1982年1

月 か ら12月 ま でに,男 子 不 妊 症 患 者26例 にCH・-B,2

を投 与 し,効 果 を 検 討 した 結 果,数 子 数,精 子 濃 度,

精 子運 動 率,総 運 動 精 子 数 に 増 加 を 認 め,判 定 基 準 に

よ り,有 効11例(42.3%),不 変11例(42.3%),悪 化

4例(15.4%)で あ った ・

本稿の要旨は,1983年8月27日,第21回 日本不妊学 会中

国 ・四国麦部総 会において報告 した・
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